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HIROMITSU OsADA   

Atomic absorptionspectrophotometrywas applied to tlle deterlnination of copper  

in fo∝1s．   

（1）Absorbancy at324．8mjLWaSmeaSured todetermine copper．   

（2）Alinear relationshipbetweenan absorbancyandaconcentrationwasfound  

Withinthe range ofO－20ppm copper．   

（3）Sampleswere burnttO aShesinanelectricfurnace at5500C，and after the  

ashes were dissolved with5mlof6N hydrochloric acid and added5mlof calcium  

chloride（2000ppm Ca）andmadeupto50ml．withwater，the solution was submitted  

tothe analysis of copper．   

（4）Chromiumandtininterferedwiththedetermination ofcopperfairly，butthe  

interferenceswere eliminatedby addingexcessamount of calcium．   

（5）Recoveriesofcopper added to the sample solution were found to be satis－  

factory．   

（6）The reproducibility of analyticalⅤalueswas also satisfactory，thatis，theco－  

efficientof variation forcopperwas3．3％forgTeenPeaS．   

（7）Contentsof copperin raw andcannedfoodswereaboutO．卜2．Omg％，andthe  

content ofitin oysters was remarkablyhighin comparisonwith otherfishes．  

銅は人体の肝巌や血液に，或はカニ，エビ等の下等動物の血色素ヘモシアニンに，また生体にあ  

る酵素，即ちビタミンCオキシダーゼ，フェノールオキシダーゼ等に含まれており生理的に重要な  

金属である．また食品衛生上重要な金属でもある．   

このような数量成分として存在している銅の定量には従来主として吸光光度法1），或はポーラロ  

グラフィーヱ）が用いられていたが，これらの方法は共存元素に影響されやすく操作が煩雑である．   

原子吸光分光分析法による飼の定量についてはAllan3）（1961）が肥料，土壌及び植物中の銅の  

定量に応用したのが始めで，次いでZeemaが）（1962）がブドウ洒「Ilの飼の定盤に応用したにすぎ  

ない．  
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本報では食品中の飼を簡単に，しかも迅速に定過する目的で，その定量法について検討したので  

以下にその結果を報告する．  

実験方法と 結果  

1．装置と試薬  

1・1）装 置：日立パーキンエルマ139分光光度計および139－0420原子吸光附属装置を用いた．  

本装置のバーナーは火口長9cnlの魚尾状のもので，空気，アセチレン炎を用いた．  

1・2）試 薬：飼標準液は特級硫酸銅を水に溶解し，飼濃度1000ppmの原液を訝整し，これを  

稀釈して使用した・カルシウム溶液は特級塩化カルシウムを水に溶かし，11Ⅵl≒20mgCaの溶液  

を爾聾して使用した．   

2．測定条件の検討   

原子吸光分光分析法は光源のランプの電流凰 スリット幅，アセチレンおよび空気圧などが分析  

感度および精度に大きな影響を与えるので，これらの測定条件の換討を行なった．その結果次の条  

件で測定することにノ定めた．波長324．8mJ▲，電圧200V，ランプ電流20mA，スリット幅0．2  

mm，アセチレン圧0．45g／cm2，1．4〝min，空気圧1．4kg／cme，7〝min．   

3．塩酸の影響   

試料は乾式灰化処理を行ない，その灰分を塩酸で溶解し，塩敢溶液の状態で測定するため，飼の  

吸光度におよぽす塩酸の影響を調べた．   

銅の吸光度におよばす塩酸の影響はFig．1に示した如く 6N塩酸5mlまでは吸光度はやや減  

少するが，それ以上ではほぼ一定になるので本実験では6N塩酸51111を用いることに定めた．  
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Fig．1Influenceofhydrochloricacidon  

COpper absorption，  
Fjg．2Inf】uence of of calcium on  

COpPCr absorption．   

4．共存元素の影響並びにその抑制について   

食品中に主として含まれている元素について鋼の吸光度におよぽす影響を検討した．またその影  

響を抑制する抑制剤について検討した．   

罰の吸光度におよぽす共存元素の影響はFig．3，4及びTablelに示した如くクローム，錫が  
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Fig．4Influenceof tin．andeffectofthe  
addition of calcium on copper  

absorption．  

影響する以外，他の共存元素は殆んど影響をお  

よぽさなかった．これらの共存元素の影響を抑  

制する抑制剤について検討した結果カルシウム  

が最も効果のあることを認めたが，このカルシ  

ウムが飼の吸光度に彩管をおよぽすかどうか淘  

ペた結果Fig．2に示した如く4000ppmの添  

加でも殆んど影響が認められなかったので本実  

験ではカルシウム2000ppm添加することに定  

めた．   

5．検 量 綾   

錦の各濃度の標準液に6N塩酸5ml，塩化  

カルシウム溶液5ml（カルシウム2000ppnl）  

を添加し，蒸留水で50mlにして2．に示した  

0 50100  200  300  

Cr（PPm）  

Fig，3Influenceofchromium・andeffect  
of the addition of calcium on  

COpperabsorption．   

Tablellnfluences of coexiste11t elements  
oncopper absorption・  

Sample   

lhomogenize・  
Homogenate   

lashat550〇Cusinganelectricoven・  

Ash   dissoIve with5ml．of6N HC】．  

。i。s。Iuti。。  

L add5m一・Ofcalciumchloride（2000ppm   

lCa）・andmakeupto50ml・Withwater・  

Detemination  

（At324．8和昭）  

Fig．6 Procedure for the deLermination of  

coppel・infoodsbyatomicabsorption  

SpeCtrOphotometry．   
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Fig・5 Calibrationcurveforthedetermi－  
nat呈on of copper by atomic ab・  
SOrption spectrophotornetry・  



測定条件の下に検量線を作製した．   

飼の換豊漁はFig．5に示した如く0～20ppnlの範囲で直線性を示した．   

6．食品中の飼の定量法   

食品中の飼の定量法はFig．6に示した如く試料25gをルツポに押収し，5500Cの電気炉にて完  

全に灰化し，その灰分を6N塩酸5mlに溶解し，塩化カルシウム溶液5mlを加え，兼留永にて  

50mlにし，2．に示した測定条件の下に測定し，検最線から銅の量を求める．   

ワ．回 収 率   

食品中に既知豊の飼を添加ル，その回収率を求めた．その結果はTable2に示した如くほぼ満  

足な回収率を得た．  

Table2 Recoveryofcopperaddedin  

green peaS．   

Table3 ReprodlユCibilityofanalyticalvalue．  

8．再現請度   

原子吸光分光分析法の精度を知るために食品  

の同一試料を測定日を変えて6回測定し，測定  

値の変動係数を求めた．その結果は Table 3  

に示した如く変動係数は3．3％であった．この再現枯皮は原子吸光分光分析法による飼の定量法と  

して十分満足できるものと考える．   

9．原子吸光分光分析法による食品中の銅の定量値   

本法により数撞の食品中の飼の含有畳を測定した結果 Table4に示した如く生ではかきに最も  

多く，イカ，エビ及びマシェルームにもやや多く含まれていた．缶詰では生と同様にかきに多く，  

またたこ，さぎえ，いか等にも多く含まれていた．グリンピースに多いのは鋼によって着色してい  

るためである．  

考   

食品中の飼を迅速に，しかも正確に定量する目的で原子吸光分光分析法について検討したが，本  

法ではクローム，錫が飼の吸光度に影響をおよぽす以外他の共存元素は殆んど影響しなかった．ま  

たこれらの影響もカルシウムを添加することによりはぼ完全に抑制でき，回収率，再現精度ともに  

良く，しかも迅速に定量できるので食品中の飼の定量に最も適していると考える．  
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Table4 CoTltentSOfcop匹rinrawandcanned foods．（mg％）  

Raw food  
l  Canned food  

Cu  l  
l  Cu  

Skipjak  

Sal皿On  

れIackerel  

Horse mackerel  

Flatfish  

FtiTlg・fisll  

Sbrimp  

Octopus  

Cuttlefisb  

Oyster  

Baby clam  

九fushrooIn  

Pineapple  

Tomato  

Spinach  

Crab＊  

Salmon＊  

Tuna＊  

Shrimp＊  

Mackerel＊春  

Ski！〕jak＊＊  

Mackerelpike＊＊  

Cuttlefisb＊＊  

Octopus＊＊  

Blody clam＊＊  

Baby clanl＊＊  

Wreath shell＊＊  

Oyster＊  

Pineapple  

入rIushroom  

Green peas  

＊ boiled．  

＊＊seaso！led．  

要  

1．食品中の銅を迅速に，しかも正確に定量する目的で原子吸光分光分析法を検討した．   

2．原子吸光分光分析法による崩の定量法について基誕的な検討を行ない，その測定条件を定め  

た．即ち波長324．8mJL，電圧200V，ランプ電流20mA．スリット幅0．2mm，アセチレン圧  

0．4kg／cm望，1．4〝min．，空気圧1．4kg／cme．7〝min．，とした・   

3．共存元素の影響について調べた結果クロームおよび錫がかなり銅の吸光度に影寧をおよぽし  

たが，他の共存元素は殆んど影響しなかった．またこれらクローム，錫の影響は測定液中にカルシ  

ウム2000ppm添加することによりほぼ完全に抑制することができた・   

4．回収率，再現精度ともに良く，清足な結果を得た．   

5．生および缶鶉食品中の飼を定量した結果，かき，たこ，いか，さざえ，マシュルーム等に多  

く含まれていた．  
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